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１．研究計画の概要 

 これらを通してアカデミックライティン
グのための原理と方法論を確立し，日本の大
学が直面する新しい課題の解決に貢献する． 

 

２．研究の進捗状況 

 本研究計画は，学生の初期能力，関連する
認知的能力（特に批判的思考）の測定を行う
基礎調査部門，学生のライティングを支援す
るシステムを開発する開発部門，実際の授業
を通して授業運営の方法や評価の検討を行
う実践・評価部門の 3 つの部門から成ってい
る． 

 基礎調査部門の中の批判的思考について
の研究は大学生以外の被験者を利用した研
究を通して，大学生の能力，態度の特質を明
らかにしてきた． 

 また開発部門では EMU と呼ばれる，初年
次生のライティングにおける問題発見を促

進するためのツールを開発した．これについ
ての評価研究も行っており，仮説通りの望ま
しい結果が生み出されている．また確率論や
情報論を用いた論文作成支援システムの開
発と評価も行った． 

 実践評価部門では数多くの研究授業を実
施した．また学生のレポートを評価するため
のルーブリックの基礎が出来上がり，多くの
授業で活用できる可能性が出てきた． 

 

３．現在までの達成度 

 3 年目が終了し，批判的思考の能力や態度
の測定，開発したシステムの評価，授業実践
とその評価については順調に研究が進行し，
多くの論文や学会発表を行うことが出来た．
この意味で基礎調査部門，開発部門，実践・
評価部門の各々において相当な成果が得ら
れている． 

 ただし，ライティングにかかわる脳計測に
ついては実施不可能と成った．初年次生のレ
ポート観についての調査はまだ十分なレベ
ルに達しているとは言い難い． 

 

４．今後の研究の推進方策 
 本年度は最終年度であるので，これまでの
分担研究者が行ってきた研究の成果につい
て共有化を徹底し，研究成果を統合すること
を試みる．特に，実際の大学初年次教育の指
針となるべき項目をわかりやすい形で一般
に提示することを構想している．この媒体と
しては Webを想定しているが，出版社を通し
た方法も検討中である． 
 これまでに十分な形で展開できなかった，
大学生のレポートライティング観の変遷に
ついては緊急に調査を行う予定である．また
脳計測については，機材提供相手方との交渉

 本研究の最終的な目標は，問題発見・洗練
や論証の概念をその技法とともに理解し，自
らのレポートにおいてそれらを適切に利用
し，独創的でありかつ論理的レポートを作成
できる学生を育てる学習プログラムの作成
と学習環境の構築である． 

 この目的の達成のため，批判的思考研究の
成果を利用しつつ問題発見・洗練のスキルの
獲得を促すとともに，Toulminの議論モデル
に基づいた論証の概念の理解と利用を促進
する学習プログラムを開発する．またこれら
を繰り返しのドリル形式で学習させるので
はなく，他者との学び合いから獲得するため
の学習環境を構築する．独自開発したWebア
プリケーションを用いて，学生がいつでもど
こでも他者と相互作用しながら学びを進め
ることが可能な学習環境の構築を目指す． 

機関番号：32601 

研究種目：基盤研究（B） 

研究期間：2008～2011 

課題番号：20300271 

研究課題名（和文） 独創的で論理的なアカデミックライティングのための協調学習環境 

研究課題名（英文） Collaborative Learning Environment to Foster Students' Ability to Write 

Academic Essays Creatively and Logically. 

研究代表者 

鈴木 宏昭（SUZUKI HIROAKI） 

  青山学院大学・教育人間科学部・教授 

研究者番号：50192620 

 

 



の結果、当初の予定通りの遂行が難しくなっ
たので，心理実験に変える予定である． 
 また開発した EMUについて最終的な調整を
行い，多くの実践者に使えるようにする予定
である． 
  
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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